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子連れでロンドン
London with the Kids

小宮 彩加 
Ayaka Komiya

私は昨年，勤務する大学から 1年
間のサバティカルを認められ，ロン

ドン大学キングズ・コリッジの訪問

研究員としてロンドンで在外研究生

活を送ってきました．イギリスは前

にも留学で行ったことがありました

が，今回は 3歳の娘を連れての訪英
でした．娘は現地のナーサリーに週 4
回通わせましたので，その 4日間だ
けはともかく図書館に行ったり，大

学に行ったりと研究に費やし，残る 3
日は娘と一緒に観光したり，美術館

に行ったりして過ごしました．小さ

な子供を連れての在外研究は大変な

こともありましたが，娘の友達のお

母さんたちと仲良くなったり，子供

と一緒でないとできないことをした

りして，それまで知っていたイギリ

スとは違う側面をみることができた

ように思います．

子連れでロンドン生活をしてみて

分かりましたが，ロンドンには子供

と一緒に行くと楽しいところが実に

たくさんあります．それも，子供だ

けに楽しいのではなく，一緒に行っ

た大人も楽しめるのです．そこで，

私は子供と一緒にロンドンに行くと

きどのような楽しみ方があるかにつ

いて書きたいと思います．お子さん，

あるいはお孫さんを連れてロンドン

に旅行する際の参考にしていただけ

ると幸いです．

まず，ロンドンで子供と一緒に行

くところとして一番お勧めなのはミ

ュージアムです．イギリスのミュー

ジアムは無料のところが多い上，大

体どこのミュージアムでも子供向け

の無料のワークショップがあります．

子供向けのプログラムで私たちが一

番気に入って通い詰めたのが，ナシ

ョナル ･ ギャラリーのアート・ワー

クショップです．ナショナル ･ ギャ

ラリーでは，毎週日曜日（8月中は平
日も）に子供向けワークショップが

開かれます．ワークショップは年齢

で分かれており，渡英したとき 3歳
で途中で 4歳になった娘は，最初の
うちは「マジック・カーペット」と

いう 3歳から 5歳の子供向けのプロ
グラムに参加し，途中からは 5歳以
上の子供向けのアート・ワークショ

ップに参加するようになりました（年

齢は推奨年齢なので，5歳以上でもマ
ジックカーペットに参加できるし，5
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歳以下でも 5歳以上向けのワークシ
ョップに参加できます）．

「マジック・カーペット」という

のは，集合場所で「館内で走らない，

絵に触らない，騒がない」などの注

意事項を確認した後，ギャラリー内

のどこかにあるはずの魔法の絨毯を

探して歩きます．絨毯が見つかると，

それを 1枚の絵の前に広げ，そこに座
って，「アブラカダブラ！」と絨毯に

魔法をかけてフワリと絵の世界に入

った気分になって，学芸員の語る絵

の物語に耳を傾けるというものです

（英語が全く分からないうちは，私が

すぐ横に座って同時通訳をしていま

した）．ティツィアーノの『バッカス

とアリアドネ』や，一つ目の巨人キ

ュクロープスから逃げるオデュッセ

ウスの絵，聖ジョージがドラゴンを

退治している絵など，毎回，物語性

の高い作品が選ばれるので，子供も

大人も絵の世界にぐっと引き込まれ

て，30分があっという間に過ぎてし
まいます．

5歳以上向けの「アート・ワークシ
ョップ」もまた最高に素晴らしいも

のでした．こちらは「マジック・カ

ーペット」と比べて，もう少し集中

力のある年齢向けで，時間も 2時間
と長めです．このプログラムは，集

合場所に集まってから，①ギャラリ

ーに入り，その日のために選ばれた

1枚の絵をじっくり見る，②絵の前
でスケッチする，③アトリエに行き，

マジックカーペットをひろげる子供たち
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絵を描いたり，工作をしたりする，

という 3部構成になっています．
例えば，ゴッホの「ひまわり」の

絵のときには，「ひまわり」の前で自

身も画家である先生がゴッホの色使

い，構成，タッチ，そしてゴッホと

いう画家について話をしてくれまし

た．その際，ただ説明するのではな

く，なるべく子供から面白い答えを

引き出そうと色々な質問をしてくれ

るので，子供たちも積極的に手を挙

げ発言します．そうやってじっくり

とゴッホの絵を見た後で，その場で，

鉛筆と画用紙が渡され，絵を見なが

ら花瓶や花の様子を絵に描くのです．

それから，その絵を持ってアトリエ

に場所を移します．

各テーブルには絵の具を出した紙

皿が用意されていました．まずは画

家の先生が見本を見せてくれ，その

後，子供たちもテーブルに戻って，

画用紙に色を塗っていきます．ゴッ

ホの色になるべく近づくように，黄

色に黄土色や白色の絵の具を混ぜて

から，色を塗ります．さらに，花を

塗るときには，特殊なジェルを絵の

具に混ぜてくれ，油絵のようなボッ

テリとした質感の，ゴッホのような

ひまわりの花ができるようにしてく

れました．ゴッホの絵を注意深く見

てから描いたので，普段描く絵とは

全く異なる，ちょっぴりゴッホ風の

素晴らしい絵が完成し，娘も大満足

でした．ゴッホのような黄色を作る
デモンストレーション

完成したゴッホ風の「ひまわり」の絵
を持っているところ
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別の日には，ターナーの舟の絵が

取り上げられました．ゴッホのとき

と同様に，ターナーの描いた帆船の

絵の前で，色や構図にも注目しなが

ら画家の先生の話を聞いてから，絵

の前で渡された紙に鉛筆で舟の絵を

描きます．その後，その絵を持って

アトリエに行き，サンドイッチを入

れるようなアルミの箱と粘土と画用

紙と棒を使って舟を作るという工作

をしました．アルミの箱が舟になっ

ているので，家に持ち帰った後はお

風呂の中で浮かべて遊ぶこともでき

ました．

ナショナル ･ギャラリーのアート・

ワークショップは人気があり，定員

がいっぱいになってしまうこともし

ばしばありました．15分くらい前に
行けば大丈夫でしたが，例え満員で

ワークショップに参加できなくても，

子供と一緒に絵を見ながらできるア

クティビティ・ブックが受付に売っ

ていますし，自分の色鉛筆と画用紙

を持って行けば館内で自由にスケッ

チすることができます（ただし，ク

レヨンやマジックは不可）．お気に入

りの絵を見ながら絵を描くというこ

とは，日本の美術館ではなかなかで

きない贅沢でしょう．ワークショッ

プのない平日でも，よく私は娘とお

にぎりを持ってナショナル・ギャラ

リーに行き，のんびりとした時間を

過ごしていました．

もうひとつのお勧めのミュージア

ムは，ヴィクトリア ･ アンド ･ アル

バート ･ミュージアム（V&A）です．
ここの子供向けアート・プログラム

は，バックパックです．いくつかの

バックパックの中から選ぶことがで

きるのですが，小さな子供にも十分

楽しめると最初に勧められたのは「ガ

ラス」の展示室用のバックパックで

したのでそれを例に説明します．バ

ックパックを背負ってガラスの展示

室に行き，そこでバックパックを開

けると，中に番号の刺しゅうされた

袋がいくつか入っているので，それ

らを順番に開けていくのです．「１」

の袋には，ガラスの原料である石と

その粉の入った容器が入っていまし

た．「２」の袋には色のついたアクリ

ル板が何枚か入っていて，黄色と青

を重ねると緑になったり，赤と青を

重ねると紫になったりするのが分か

るようになっていました．「３」の袋

には目隠しが入っていて，指示に従

いそれで目を覆ってから，「４」の袋

に入ったオブジェを手で触って形を

覚えた上で，目隠しを外して展示室

の中から同じ形のガラスの容器を探

すことをしました．オブジェの大き

さ，形，突起の様子などの情報を手

で触ることだけで収集し，頭に描い

た形と一致するガラスを探すのです

が，これはなかなか難しいことでし

た．そのチャレンジが好奇心をくす

ぐるのでしょうか，娘もとても楽し

んでいました．

また，V&Aに行ったときに，絶対
にはずせないのが，ここのカフェで
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す．イギリスの美術館のレストラン

やカフェは，どこも 10年前に留学し
ていたころと比べて格段に良くなっ

ていましたが，世界で最初のミュー

ジアム・カフェとしても有名な V&A
のカフェは，大規模な改修を経て，

ひと際ゴージャスでした．モリス商

会の手がけたステンド・グラスや壁

のタイルはそのまま残しながらも，

天井からぶら下がったモダンな球状

の照明のおかげで華やかさが増して

おり，Benugoというお洒落なケータ
リング会社が提供するようになった

食事の内容もよく，おまけに日曜日

にはピアノの生演奏（しかも，非常

にドラマチックでアーティスティッ

クなピアノ演奏）もあるので，この

カフェは優雅に食事やお茶を楽しむ

場所としてもお勧めです．

このほかにもロンドンには星の

数ほどミュージアムがあり，そのど

こでも子供向けのプログラムが用意

されているので，事前にホームペー

ジでチェックしていくと良いと思い

ます．小学生くらいの子供には，ナ

チュラル ･ ヒストリー・ミュージア

ムが一番人気のあるミュージアム

で，夏休みには，入口に長蛇の列が

できています．ここでは，Explorer’s 
Backpackというのが子供用に用意さ

V&A の「ガラス」用アクティビティを
しているところ
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れていて，探検家の帽子と双眼鏡と

リュックがセットになっており，探

検家になりきって館内を歩きまわり，

リュックの中に入って紙に指示され

ているアクティビティをするという

ものでした．冬の間（11月以降）は，
このミュージアムの前の庭に仮設ア

イススケートリンクが登場します．

ナチュラル ･ ヒストリー ･ ミュージ

アムの立派な建物とクリスマスツリ

ーとメリーゴーラウンドを眺めなが

らのスケートは，とても気分が良い

ものです（ここ以外にも冬場はスケ

ートリンクがあちこちにオープンし

ます．中でもサマセット・ハウスの

リンクはティファニー協賛で煌びや

かで人気がありました）．

小学校中学年以降であれば，ナシ

ョナル ･ サイエンス ･ ミュージアム

が楽しいでしょう．ここにはあのロ

ケット号の実物も展示されているの

で，大人でもワクワクしてしまいま

すが，子供の年齢に合わせて科学的

で実験風の遊びができるエリアがあ

るので，子供も大好きなところです．

また，サイエンス ･ ミュージアムは

ミュージアム・ショップも充実して

いて，大人も入れるくらいの巨大シ

ャボン玉が作れるセットや，３Dの
絵が描ける道具など，他には売って

いない，おもしろくて教育的な玩具

が売られています．

ミュージアムによっては，夏休み

中などに「お泊り」できる企画もや

っています．サイエンス ･ ミュージ

アムでは 8歳以上の子供が参加でき
ます．12歳以上の勇気ある子供であ
れば，大英博物館で「ミイラとお泊

り」ということもできるようです（お

泊りは保護者つきなので，「ミイラと

お泊り」に参加する場合は大人も度

胸のある大人でないといけません）．

子供連れで楽しめる，ロンドンな

らではのもう一つのことは，舞台鑑

賞です．日本では大抵の舞台が「未

就学児入場不可」となっていますが，

ロンドンでは推奨年齢はあるもの

の，「入場不可」ということはほとん

どありません．例えば，Royal Opera 
Houseのホームページには子供の入
場について，“Children are welcome at 
the Royal Opera House.”とした上で， 
“The Management reserves the right to 
ask patrons to remove infants or children 
if they are causing a disturbance.” と書
いてあるのです．就学児，未就学児

にかかわらず，子供にも色々な子供

がいますので，このように書くのが

最良の策だと思います．幸い，娘も

私に似て舞台を観るのが大好きなの

で，ロンドンでは一緒にたくさん舞

台を観てくることができました．

その中でも特に私がお勧めしたい

のは，リージェンツパーク内の夏季

限定の野外劇場 Open Air Theatreで
す．2009年には『テンペスト』を，
2010年の夏にロンドンを再訪したと
きには『マクベス』を観てきました

が，いずれも素晴らしかったです．

これらは「6歳以上，大人まで」楽
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しめるように作られていたのですが，

セリフはシェイクスピアのままです．

しかし，『テンペスト』では観客が嵐

の音を作るのに参加し，『マクベス』

では休憩時間中に配られた月桂樹の

小枝を振って観客が「森が動く」と

ころを担当するという具合に見事に

観客を巻き込むので，子供でも飽き

ることなく夢のような初シェイクス

ピアを楽しむことができるのです．

まさにイギリスの演劇の成熟度と懐

の深さを実感した舞台でした．

ミュージカルにも子供と一緒に楽

しめるものは幾つもあります．スト

レートな演劇とは違い，歌と踊りが

たくさん入るので，それだけでも楽

しめると思いますが，現在，ロンド

ンで上演中のミュージカルのほとん

どが映画版もあるので，ロンドンに

行く前に DVDで映画を観ておいて，
子供にもストーリーを予習させてお

くとよいでしょう．

娘が一番好きなミュージカルは『ビ

リー ･ エリオット』でした．これは

同名の映画（邦題は『リトル・ダン

サー』2000年）を観て感激したエル
トン・ジョンが映画の作者に声をか

け，エルトン・ジョン自らがすべて

の楽曲を作り，生まれたミュージカ

ルです．2009年にアメリカでトニー
賞を総なめにしただけあって，映画

と同じ感動的なストーリーとビリー

の天才的なダンスが生で観られる，

痺れる舞台です．

2011年の 1月までにロンドンを訪

れるのであれば，『オリバー ･ツイス

ト』のミュージカル版『オリバー !』
を観ることができます（2011年 1月
で終演予定）．こちらもマーク ･レス

ター主演の映画『オリバー！』です

っかり有名になったミュージカル作

品なので，歌もよく知られたものば

かりです．“Food, Glorious Food!” や 
“Consider yourself” など，思わず一緒
に歌いたくなってしまいます．カー

テンコールのときには，娘もみんな

と一緒になって，オリバーやナンシ

ー，ドジャーには拍手喝采し，ビル・

サイクスに「ブー！」とブーイング

をしていました．

私の一番のお気に入りは『マンマ

･ミーア』です．こちらは 1999年初
演の舞台が先で，その後 2008年にメ
リル・ストリープ主演で映画化され

話題になりましたが，ABBAの歌と
踊りで観客も一緒になって大いに盛

り上がれるミュージカルです．日本

では一部の人にしか知られていませ

んが，ABBAはイギリスでは未だに
老若男女に愛されており，日ごろか

らあちこちで ABBAの曲は耳にしま
す．

Royal Opera Houseで観るバレエも，
シーズン中であれば，是非観ること

をお勧めします．クリスマス・シー

ズンに観た『くるみ割り人形』は，

華やかで夢のようなバレエでした．

イギリスは日本よりもインターネ

ットが進んでおり，劇やミュージカ

ルのチケットはすべてオンラインで
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購入できます．日本にいる間にオン

ラインでチケットを購入しておいて，

ボックス・オフィスで当日受け取る

ことができるので大変便利です．当

日，購入に使ったクレジットカード

を提示しなくてはいけないというこ

とだけ気をつければ，あとはとても

簡単です．

イギリスでは「子供向け」という

のは，決して「子供だまし」ではあ

りません．日本では子供向けのもの

だと大抵大人が我慢をすることを意

味しますが，イギリスの子供向けの

ものは，子供だけでなく，子供以上

大人も楽しめるようになっています．

The Gruffaloという，20年前の出版以
来，1000万部以上売れているベスト
セラーの絵本を舞台化したものを観

に行ったときに驚いたのですが，登

場するのはネズミ，キツネ，蛇，フ

クロウなどの動物たちなのに，着ぐ

るみは全く使わず全て見立てでした．

例えば，がらがら蛇はマラカスを持

ったサンボダンサーの格好，キツネ

はニッカーボッカーを履いてハンチ

ング帽をかぶった田舎紳士のような

服装でした．それでも子供たちはす

ぐに舞台の世界に引き込まれていま

した．そして，子供用のストーリー

であっても，舞台自体はとてもアー

ティスティックで上質なものであり，

心底感服しました．このようなもの

を子供のころから観て育つから，舞

台を観る目が養われるのだなと実感

しました．

今回はミュージアムと舞台につい

てのみ書きましたが，ロンドンは子

供にとても優しい街なので，他にも

子連れで楽しめることはたくさんあ

ると思います．食事も，ミシュラン

の星のついているような高級レスト

ランでなければ，大抵のレストラン

が Kid’s Menuという子供専用メニュ
ーを用意しています（大抵，フィッ

シュ ･ アンド ･ チップスかトマトソ

ースのパスタ，デザートにアイスク

リーム）．メニューは，それ自体が

塗り絵や迷路になっていて，食事を

待っている間，お店が用意している

クレヨンや色鉛筆を使って遊ぶこと

ができるようになっています．子供

の食後の飲み物には，最近すっかり

定着したベビチーノという飲み物が

お勧めです．もともとロンドンでは

Pizza Expressというイタリアンのチ
ェーン店が始めたもののようですが，

今ではメニューに載っていなくても，

子供が “Can I have a babycino?” と注
文すれば大方のお店で出してくれま

す．要するに，やや温めのフォーム・

ミルクをデミタスカップに入れて，

上にココアを振りかけたものなので

すが，それを「ベビチーノ」という

ちょっと背伸びした名前をつけると

いうのは何とも素敵なアイディアだ

と思います（帰国後，日本で試しに

一度注文してみたら，「ホットミルク

ですね」と味気なく言われてしまい

ました）．

イギリス人というのは日本人と同
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じで島国根性が強く，初対面の人や

外国からきた人とはすぐに打ち解け

ない国民，というイメージを私はず

っと持っていましたが，子供に対し

ては大変優しいのに驚きました．ロ

ンドンで娘と一緒に地下鉄に乗ると，

イギリス人は必ずサッと席を譲って

くれます．お礼を言って席に座った

後，娘がニコニコして誰かを見てい

るなと思うと，向かいの席のおじさ

んが変な顔をしてみせてくれている

ことがよくありました．お気に入り

のキラキラ光る赤い靴を履いている

と，「I love your shoes!」と必ず誰かが
娘に声をかけてくれ，そうすると大

喜びで娘も「Thank you. My favourite 
Dorothy shoes!」と答え，たどたど
しくも英語で会話が始まることがし

ょっちゅうありました．近所の八百

屋さんに娘を連れて行くと，店のお

じさんは必ず娘に ‘Hello, gorgeous! 
How are you today?’ と話しかけてく
れ，バナナを 1本プレゼントしてく
れました．残念ながら日本ではあま

り経験したことがありませんが，社

会全体で子供を大事にしようという

温かさを感じることがしばしばあり

ました．

このように，ロンドンは大人にと

っても素敵な街ですが，子連れで訪

れる旅先としても魅力的なところな

のです．もし，子供が大きくなるま

でロンドンに行くのは待とうと思っ

ていらっしゃるのでしたら，是非そ

の考えを改め，子供が小さいうちか

らロンドンを訪れてみてください．

子供のうちから，あるいは子供であ

るからこそ楽しめることがロンドン

にはたくさんあるのです．


